
8

1

                    

                    

Wi-Fi

SIM

2

1

1

1



 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

－3－ 

 

－２－ 

 

８月の展示コーナー 市民交流スペ

ース内の「展

示コーナー」

では、個人・

団体の活動の

紹介や作品展

を行うことが

できます。申

込み方法につ

いては、大和

市民活動セン

ターまでお問

い合わせくだ

さい。 

 

 
 

夏休み このゆびとまれっ！ボランティア活動を 

小学生、中学生、高校生、短大生が体験しました!! 
 

 

 

 

今夏の「ボランティア体験このゆびとまれっ！」は、高

校生、中学生に加えて短大生、小学生も参加して、延べ

49 名が市内 7 団体で体験学習を行いました。昨年に引き

続き体験した人も、今回初めてのボランティアで緊張した

人も。 

ボランティアを受け入れていただいた団体の活動内容

は、アジアの国々への支援、芸術文化の振興、高齢者支

援、視覚が不自由な方々の交流、乳幼児とその保護者支

援、こども食堂活動、多文化共生と多様ですが、共通点

は、意思ある人がつながって、地域、社会に貢献しようと

していることだと思います。 

そんな活動に、今回応募したこどもたちは、ほんの少し

触れることができました。 

これらの体験が、今後のみんなの人生の小さなヒントに

なりますように。ご参加ありがとうございました。 

やまと国際フレンドクラブ（８月２４日） 
 

 

 

 

 

夏休み体験教室「まなべ～る」「まゆから糸作り・機織り体

験」という郷土民家園北島家で開催された講座に、中高短大

生のボランティア７名（全員女子）が参加し、参加した小学生

と保護者 11組の体験の手助けをした。 

 開催した北島家は、下鶴間で養蚕を営んでいたお家、当然

冷房はなく、参加者はみんな汗だく。講師の染色の吉田さ

ん、あかはね動物病院の赤羽院長と娘さんの深
み

鳥
ど り

さん、、IFC

メンバー、スポーツ・よか・みどり財団のスタッフを合わせると

40 人を超えていただろうか。でも、参加したこどもたち、おとう

さん、おかあさん、ボランティアのみんなも集中力を切らさず、

糸つむぎ、牛乳パックの機織り機を使った編み、民家園の実

際の機織り体験など、真剣に楽しみました。みんなお疲れ

様！そして初めての体験ができてよかったね！（F） 

 

サウンドテーブルテニスクラブ 

（８月５日、１５日） 
視覚が不自由な方の卓球“サウンドテーブルテニス”の練習

に２日間で小学生２名、中学生３名、高校生２名の計７名が参

加しました。実際にラケットを手にして練習に参加させていただ

き、プレイする楽しさと聴覚を研ぎ澄ましてプレイする難しさを知

ることが出来たのではないかと思います。メンバーの方々の熱

気溢れる練習試合に見惚れながら、球拾いや得点ボードめくり

など積極的に関わろうとする様子は頼もしいものでした。(H) 

 

 

NPO 法人 WE21 ジャパン大和 

（７月 24 日、30 日） 

 

 

 

 

 

中高生ボランティアの受け入れ団体 「NPO法人WE21ジャ

パン大和」からは “2日以上参加できる人”の条件がありました。 

この活動を通して「チャリティショップ」「リユース・リサイクル」「フ

ェアトレード」など学ぶことは盛りだくさん！ こんなことを並べると

腰が引ける感じですが、実際の店内では楽しく色々な体験ができ

た様です。気付いた事は“地元に馴染んでいる” 

“地域の人たちとの交流がある 

“気楽におしゃべりができる“そんな 

場の雰囲気なのです。 

きっと中高生にとっては“リサイク 

ル”や“リユース“の作業を現場から 

見て 日常生活を顧みながら何か 

『もったいない！』の気持ち『資源 

の節約』などを感じたと思います。ここで感じた“ちっちゃな”思い

が将来大きな感覚に育って行くように思われました。（M） 

  

子育てほっとサロン「大和たんぽぽの会」 

（８月５日、19 日） 
たんぽぽの会の会場の準備

から参加をさせていただきまし

た。スタートの時には少し緊張

もありましたが、子どもたちが来

たら、みんなすぐに打ち解けて

楽しくボランティア体験をする

ことができました。 

たんぽぽの会には、安全に遊べるおもちゃがたくさんあって、会

場内を走り回ることもできるので、子どもたちの元気の凄さに、びっ

くりする場面もありました！ 

また、絵本の読み聞かせや、和紙を植物などで染める貴重な

体験などもさせていただきました。 

さらに、保護者の方からも話しかけていただき、子育ての楽しさ

や大変さなどを直接聞くことができました。 

ここが、親子でくつろぐことができる大切な居場所であることを

実感しました。最後に、スタッフのみなさんには、ご指導をいただく 

だけでなく、体験の感想なども

聴いていただき、充実した体験

ができたこと  に感謝します。 

（S） 

一般社団法人こども食堂プロジェクト atやまと 

（８月１８日、２５日） 
福田、鶴間と 2 箇所で 1 日 3 名ずつ、2 日間に渡りお弁当作

りのお手伝いをさせていただきました。事前に「こども食堂」の説明

と参加のレクチャーを受け、当日は驚くほど大量の野菜を前にひ

たすら剥いたり刻んだり、おそらく初めての経験だったと思います

が、みんな一生懸命取り組みました。作ったおかずを詰めてお弁

当の形にして発送できるまでの準備はスピードが必要ですが、スタ

ッフさんたちの温かく丁寧なご指導のおかげで時間に間に合わせ

ることが出来ました。発送を終えた後の晴れ晴れしたみんなの表

情が印象的でした。(H) 

 

デイサービスハッピー鶴間 

（８月２日、９日、16日、21日、23日） 
  

 

 

 

 

 

 

５日間に渡り、のべ 12 名が参加しました。ネームプレートの

裏面に各自ニックネームを書いたことが会話のきっかけになっ

たとか？お話に耳を傾けたり、一緒にトランプや卓球バレーを

したり、笑い声が絶えない 2 時間あまりを過ごしました。デイサ

ービスを利用されている方々はみんなのおじいさま、おばあさ

まの年齢に近いでしょうか。 

一生懸命に、でもとても自然な形で話しかける様子は微笑ま

しく、年齢を超えた笑顔の交流ができたと思います。（H） 

 

 

 

 

 

 

大和市芸術文化振興協会（7 月 26 日） 

 

 

 

 

 

 

 
今年みんなが作ったうちわは去年と違い、布や塗り絵などを

使いうちわの形に切り取り貼り付けて、デコレーションができるよ

うになりました。各自各々絵具で絵を書いて布を張り、立体感

が生まれる作品や自分の手足に絵具を塗り、うちわに手形や

足形を付けて成長の記録を作るお子さんもいました。みんな和

気あいあいとおしゃべりしながら楽しい雰囲気で作品を作ってい

ました。（Y） 

 

牛乳パックと北島家の高機で織ってみた 

講師の深鳥さんの資料から 

ボランティア 7 人女子 

みんなで織った作品は、10 月のやまと国際アートフェスタ会場に展示される

sareruyo! 

Rigel に入居している

5 起業家の共同展

示。初めての試みで

これからも注目です MYSELFYOURS ほかほか亭マリア 

足の健康堂おかちや 

スタジオソララド 

寺子屋もくもく 

今年「このゆびとまれっ！」に手を挙げてくれ

た生徒たちは部活動や塾通いなど、忙しいスケジ

ュールの中からこの活動を選んでくれた頑張り屋

さんばかり。みんなありがとう!! 

 

（この頁の編集：船越 英一 イラスト：望月則男） 


